
回答期限：令和２年１月10日必着

記入者のお名前 記入者のおところ 記入者の電話番号 集落名または行政区名 記入月日
郵便番号 令和元年

岩手県　　　　　　　　　　　市・町・村　

月 日

該当する項目の"□"にチェック（☑）をしてください。
あなたの集落の状況について教えてください。
(1) 集落の農家戸数は (2) 寄り合いなどの頻度は (3) 寄り合いの参加率は (4) 集落で行っている共同活動は

□ 10戸以下 □ １～３割 □ ６～７割 　□ 道路の草刈り □ お祭り、イベントなど □ その他

□ 10～30戸 年に（　　　　）回程度 □ ４～５割 □ ８割以上 　□ 水路の掃除 □ 集落営農

□ 30戸以上 　□ 集会所やお宮の草刈、掃除 □ 鳥獣害対策等の研修会

次のそれぞれの野生動物について、あなたの集落の状況を教えてください。
１　対象動物 ２　出没状況 ３　生活被害

(1) 集落での出没の現状は (2) 出没する場所は（複数回答可） (3) 出没する時間帯は (4) 出没し始めた時期は (5) 頭数は３年前に比べて (6) 今年の生活被害は

 □ あまり見かけない  □ 宅地  □ 竹林 （複数回答可）  □ １～２年前から  □ 増えた （複数回答可）

 □ 季節的に見かける  □ 水田  □ 山林  □ 朝方  □ ３～４年前から  □ 変わらない  □ 住居等に侵入

 □ 単独で出没 （複数回答可）  □ 畑  □ 牧草地  □ 日中  □ ５～６年前から  □ 減った  □ 器物の損壊

↳ □春  □夏　□秋　□冬  □ 果樹園  □ 河川・水路敷  □ 夕方  □ それ以上前  □ その他（　　　　　）

 □ 群れまたは  □ 一年中見かける  □ その他（　　　　　　）  □ 夜間 （　　　　年前から）  □ なし

　子連れがいる ４　農業被害 (7)が「ない」の場合(8)～(11)は記入不要　　 ５　被害対策
(7) 今年の農業被害は (8) 被害が最も多い作物は (9) 被害は３年前に比べて (10) 防除対策は (11) 取り組んでいる防除対策と効果は

 □ いない  □ ない  □ 水稲  □ 増えた  □ 個人  □ 防護柵の設置 　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

↳右の２～５は  □ 軽微  □ 果樹  □ 変わらない  □ 地域ぐるみ  □ 誘引物（エサ）除去 →（□効果あり　□効果なし　□不明）

　　　記入不要  □ 30％未満  □ 野菜  □ 減った  □ 個人と地域ぐるみの両方  □ やぶ等の刈り払い 　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 30％以上  □ その他  □ 何もしていない  □ 捕獲活動 　　　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

※本来の生産量を100％とする （　　　　　　　）  □ その他 →（　　　　　　　　　　　　　　　）

１　対象動物 ２　出没状況 ３　生活被害
(1) 集落での出没の現状は (2) 出没する場所は（複数回答可） (3) 出没する時間帯は (4) 出没し始めた時期は (5) 頭数は３年前に比べて (6) 今年の生活被害は

 □ あまり見かけない  □ 宅地  □ 竹林 （複数回答可）  □ １～２年前から  □ 増えた （複数回答可）

 □ 季節的に見かける  □ 水田  □ 山林  □ 朝方  □ ３～４年前から  □ 変わらない  □ 住居等に侵入

 □ 角ありの （複数回答可）  □ 畑  □ 牧草地  □ 日中  □ ５～６年前から  □ 減った  □ 器物の損壊

 オスだけ出没 ↳ □春  □夏　□秋　□冬  □ 果樹園  □ 河川・水路敷  □ 夕方  □ それ以上前  □ その他（　　　　　）

 □ 一年中見かける  □ その他（　　　　　　）  □ 夜間 （　　　　年前から）  □ なし

 □ 子連れまたは ４　農業被害 (7)が「ない」の場合(8)～(11)は記入不要　　 ５　被害対策
 メスがいる (7) 今年の農業被害は (8) 被害が最も多い作物は (9) 被害は３年前に比べて (10) 防除対策は (11) 取り組んでいる防除対策と効果は

 □ ない  □ 水稲  □ 増えた  □ 個人  □ 防護柵の設置 　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ いない  □ 軽微  □ 果樹  □ 変わらない  □ 地域ぐるみ  □ 誘引物（エサ）除去 →（□効果あり　□効果なし　□不明）

↳右の２～５は  □ 30％未満  □ 野菜  □ 減った  □ 個人と地域ぐるみの両方  □ やぶ等の刈り払い 　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

　　　記入不要  □ 30％以上  □ その他  □ 何もしていない  □ 捕獲活動 　　　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

※本来の生産量を100％とする （　　　　　　　）  □ その他 →（　　　　　　　　　　　　　　　）

裏面にも質問があります。

イイノノシシシシ　　

ニニホホンンジジカカ

岩手県 野生鳥獣の生息状況等アンケート調査票
表面

【問合せ先】 岩手県環境生活部自然保護課　電話：019-629-5371　



回答期限：令和２年１月10日必着

次のそれぞれの動物について、あなたの集落の状況を教えてください。
１　対象動物 ２　出没状況 ３　生活被害

(1) 集落での出没の現状は (2) 出没する場所は（複数回答可） (3) 出没する時間帯は (4) 出没し始めた時期は (5) 頭数は３年前に比べて (6) 今年の生活被害は

 □ あまり見かけない  □ 宅地  □ 竹林 （複数回答可）  □ １～２年前から  □ 増えた （複数回答可）

 □ 季節的に見かける  □ 水田  □ 山林  □ 朝方  □ ３～４年前から  □ 変わらない  □ 住居等に侵入

 □ 単独で出没 （複数回答可）  □ 畑  □ 牧草地  □ 日中  □ ５～６年前から  □ 減った  □ 器物の損壊

↳ □春  □夏　□秋　□冬  □ 果樹園  □ 河川・水路敷  □ 夕方  □ それ以上前  □ その他（　　　　　）

 □ 子連れでいる  □ 一年中見かける  □ その他（　　　　　　）  □ 夜間 （　　　　年前から）  □ なし

４　農業被害 (7)が「ない」の場合(8)～(11)は記入不要　　 ５　被害対策
 □ いない (7) 今年の農業被害は (8) 被害が最も多い作物は (9) 被害は３年前に比べて (10) 防除対策は (11) 取り組んでいる防除対策と効果は

↳右の２～５は  □ ない  □ 水稲  □ 増えた  □ 個人  □ 防護柵の設置 　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

　　　記入不要  □ 軽微  □ 果樹  □ 変わらない  □ 地域ぐるみ  □ 誘引物（エサ）除去 →（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 30％未満  □ 野菜  □ 減った  □ 個人と地域ぐるみの両方  □ 人による追い払い 　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 30％以上  □ その他  □ 何もしていない  □ 捕獲活動 　　　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

※本来の生産量を100％とする （　　　　　　　）  □ その他 →（　　　　　　　　　　　　　　　）

１　対象動物 ２　出没状況 ３　生活被害
(1) 集落での出没の現状は (2) 出没する場所は（複数回答可） (3) 出没する時間帯は (4) 出没し始めた時期は (5) 頭数は３年前に比べて (6) 今年の生活被害は

 □ あまり見かけない  □ 宅地  □ 竹林 （複数回答可）  □ １～２年前から  □ 増えた （複数回答可）

 □ 季節的に見かける  □ 水田  □ 山林  □ 朝方  □ ３～４年前から  □ 変わらない  □ 住居等に侵入

 □ いる （複数回答可）  □ 畑  □ 牧草地  □ 日中  □ ５～６年前から  □ 減った  □ 器物の損壊

↳ □春  □夏　□秋　□冬  □ 果樹園  □ 河川・水路敷  □ 夕方  □ それ以上前  □ その他（　　　　　）

 □ 一年中見かける  □ その他（　　　　　　）  □ 夜間 （　　　　年前から）  □ なし

 □ いない ４　農業被害 (7)が「ない」の場合(8)～(11)は記入不要　　 ５　被害対策
↳右の２～５は (7) 今年の農業被害は (8) 被害が最も多い作物は (9) 被害は３年前に比べて (10) 防除対策は (11) 取り組んでいる防除対策と効果は

　　　記入不要  □ ない  □ 水稲  □ 増えた  □ 個人  □ 防護柵の設置 　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 軽微  □ 果樹  □ 変わらない  □ 地域ぐるみ  □ 誘引物（エサ）除去 →（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 30％未満  □ 野菜  □ 減った  □ 個人と地域ぐるみの両方  □ やぶ等の刈り払い 　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

 □ 30％以上  □ その他  □ 何もしていない  □ 捕獲活動 　　　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

※本来の生産量を100％とする （　　　　　　　）  □ その他 →（　　　　　　　　　　　　　　　）

その他の野生鳥獣について、あなたの集落の状況を教えてください。
１　対象動物 ２　出没状況 ３　生活被害 ４　農業被害 ５　被害対策
そそのの他他のの鳥鳥獣獣  ※ (1) 集落で出没の現状は (2) 出没し始めた時期は (3) 生活被害は (4) 今年の被害率は (5) 被害が多い作物は (6) 取り組んでいる対策と効果は

　動物種  □ あまり見かけない  □ １～２年前から （複数回答可）  □ ない （どれか１つ）  □ 防護柵の設置 　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

（　　　　　　　　　　　）  □ 季節的に出没する  □ ３～４年前から  □ 住居等に侵入  □ 軽微  □ 水稲  □ 誘引物（エサ）除去 →（□効果あり　□効果なし　□不明）

いない場合、 ↳ □ 春  □ 夏  □ ５～６年前から  □ 器物の損壊  □ 30％未満  □ 果樹  □ やぶ等の刈り払い 　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

右の２～５は □ 秋  □ 冬  □ それ以上前  □ その他  □ 30％以上  □ 野菜  □ 捕獲活動 　　　　　→（□効果あり　□効果なし　□不明）

記入不要 （複数回答可） （　　年前から）  　（　　　　　　　） ※本来の生産量を100％とする □ その他  □ その他　→（　　　　　　　　　　　　　　）

 □ 一年中見る  □ なし （　　　　）  □ 何もしていない

※：その他の鳥獣とは、「ニホンザル」、「アナグマ」、「アライグマ」、「イタチ」、「キツネ」、「タヌキ」等を想定しています。

アンケートに御協力いただきありがとうございました。
お手数をおかけしますが、同封されている返信用封筒に入れて（受託事業者）まで送付いただきますようお願いします。

ツツキキノノワワググママ

ハハククビビシシンン

岩手県 野生鳥獣の生息状況等アンケート調査票
裏面

【問合せ先】 岩手県環境生活部自然保護課　電話：019-629-5371　


